
◯団体紹介
 1965年に川崎市内の合唱⽂化振興を担う組織として結成。
 2019年4⽉現在、96の合唱団（述べ⼈数で2,600⼈超）が加盟。
 全日本合唱連盟の下部組織である都道府県連を除けば、全国有数の規模を誇る。

◯近年の加盟団体数推移

活動のあゆみ
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過去数年で加盟団体数は増加しています。
近年は高齢化の進展により活動を休止する団体も出てきており、入会数と退
会数が拮抗する状態が続いています。
「新規入会を常に募集している」という姿勢を打ち出し続けることで、団体
数の維持に努めるとともに、加盟団体の世代交代も推進しています。
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学生 一般 シニア

全国的な傾向である「高齢化」「団体の小
規模化」は当連盟でも進行しています。
※シニアは平均年齢70歳以上の団体

多様化する運営上の問題への対応や、若年
層における合唱文化振興を目指し

・団体間での運営情報の共有
・運営に有用なツールの使い方を啓蒙
・合唱団同士の横のつながりを構築

単独団体では難しい横断的な施策を合唱連
盟が担っています。

当連盟の特筆すべき特徴として、理事の
年齢層が非常に若いことがあげられます。
20代といった若い世代の理事がいること
で、ITなど有用なツールの活用方法につい
て柔軟に取り組むことが可能です。

また、多様な世代が理事に従事すること
により、様々な人脈の構築に成功してい
ます。
・いわゆる合唱業界に詳しい人
・マイクアカペラなどに詳しい人
・行政との交渉ができる人
・学校関係に詳しい人

これら多様な対応力が重層的に発揮され
ることで、様々な企画の運営を円滑に進
めることが可能です。



毎年開催される合唱祭での一コマ。
一般社会人団体と学生団体のコラボレーションを推進することにより
・若年層の合唱離れを防止
・新しい活動の可能性を提示
合唱連盟として、これらの活動を推進することで各団体および連盟の活動活性化を目指し
ています。
なお、本資料冒頭の舞台写真は、連盟主催の講習会、交流会に参加した団体のコラボス
テージを冬の合唱祭で実施した際の写真です。

実施する企画も多様性に富んでいます。
例えば「合唱団交流会」では、普段なかなか
じっくりと話をすることがない他団体の人と
お茶やお菓子をつまみながら交流をします。
中軸に学生団体を据えることで「知っている
人がいる合唱団」をつくります。
そのことで、学校を卒業したあとの「合唱離
れ」を防ぐ効果も期待できます。

数年前から講習会企画も復活させました。
最初の二年間はなんと「マイクアカペラ」に
挑戦！
普段はふれないポップな世界に触れることで、
合唱の新しい可能性を垣間見ることができま
した。
またアカペラバンドの皆さんには「合唱団と
いう存在」を知るきっかけとなりました。



◯多彩な広報活動

非営利活動が成果を出せるか否か、その大きな分かれ目となるのが広報活動です。
当連盟では、様々な形で広報活動を実施しています。

・川崎市が主催する非営利団体同士の交流会に参加
・連盟の活動を紹介するためのリーフレットを作成
・合唱祭等のイベントにあわせて、地元ラジオで生放送告知
また、その際に出演団体の演奏音源を放送するなど、参加者の意欲向上にも活用

その他、イベントごとに地元記者クラブへのプレスリリース配信など、昔ながらのアナ
ログな方法での広報を馬鹿にせず、地道に取り組んでいます。

内外関係者に対する繰り返しの広報
活動の結果、様々な成果が産まれて
います。
川崎市との信頼関係も厚く、賀詞交
換会・市の後援メディアでの出演な
ど、行政と⺠間団体が協力をして地
域を盛り上げる活動を続けています。



「合唱という文化の多様性」を後押
しする活動も推進しています。
2019年には、加盟団体である企業合
唱団を題材にレポートを作成いたし
ました。
作成されたレポートは、地域メディ
アや経済団体へ配信し、合唱文化に
関わる団体がより豊かになることを
目指しています。
本レポートも、その一環として作成
をしております。

そして、もちろんSNSをはじめとしたITツールも活用しています。
ツイッター上では連盟の活動に関する情報を繰り返し発信するほか、合唱に関係する
様々な話題を取り上げ、一部のユーザーから高い評価を受けています。
また「SNSを通じて理事就任者を募集」するなど、これまでにはない試みにも挑戦を
しています。

HPも随時更新されており、演奏会情報の掲載やメルマガとの連動など、ともかく「定
期的に情報を受発信すること」を心がけています。
HPのスマートフォン対応も済ませており、より多くの皆様に閲覧をして頂けるような
対策を実施しております。



その他、様々な施策を実施しております。

・地域音楽大学とのコラボレーション
合唱祭での講評者選出やゲスト出演者の募
集などを実施しています。
多彩な文化に触れるとともに、若手音楽家
に発表の機会を用意する役割も担っていま
す。

・外部団体のゲスト招聘
地域で顕著な成果をあげている合唱団をゲ
ストとして招致しました。

・正確な経理情報の提示
経理に関する専門家の知見も活用しながら、
正確な経理情報の開示に努めています。

川崎市合唱連盟では「少子高齢化」「人口減少」という明らかになっている未来に対して、
ひとつずつ、できることに取り組んでいます。

・参加者の多様性を確保する
・若年層を支援するとともに、高齢者に対する配慮の届いた運営を心がける
・広報を怠らない
・資金的な面について、公平と公正を徹底する

これらの施策は、合唱という分野に限定されず、様々な非営利活動において重要な意味を
持ちます。

本レポートが様々な文化活動を実施される団体の皆様にとって、何かしらの有用な情報と
なれば、これに勝る喜びはございません。

これからも川崎市合唱連盟は、100年、200年先の合唱文化を見据え、日々の活動に取り組
んで参ります。

本レポートに関するお問い合わせ
川崎市合唱連盟事務局 高橋昌也

070-4211-6457

kawasakichorus@gmail.com


